
様式第3号(第9条関係) 

会議結果 

 次の附属機関等の会議を下記のとおり開催した。 

附属機関等の名称 みよし市表彰審査委員会 

開 催 日 時 
平成２９年１月２６日（木） 

午前１０時から午前１１時まで 

開 催 場 所 市役所５階 特別会議室 

出 席 者 

倉本繁八委員長、近藤隆治副委員長、鈴木睦子委員、冨樫

佐智子委員、加藤志津香委員、鈴木淳委員 

（事務局） 

伊藤総務部長、佐藤総務部参事、酒井総務部次長、溝口総

務専門監兼総務課長、海堀副主幹、塚崎主任主査、山本主

事、丹羽主事 

問 合 せ 先 

総務課 担当者名 丹羽 

電話 ０５６１－３２－８０００ 

ファックス番号 ０５６１－３２－２１６５ 

メールアドレス soumu@city.aichi-miyoshi.lg.jp 

下欄に掲載するもの 
・議事録全文 

・議事録要約 
要約した理由 － 

審 議 経 過 

 

○総務専門監：それでは、ただいまからみよし市表彰審査

委員会を開催します。 

はじめに倉本委員長よりごあいさつをお願いします。 

 

○倉本委員長：おはようございます。今朝は寒く-1度でし

たが、素晴らしい天気になりまして、今日も元気に会議の

方進めたいと思います。皆様、ご多用なところ会議にご出

席いただきまして、誠にありがとうございます。本日もよ

ろしくお願いします。 

 



○総務専門監：それでは、みよし市表彰条例施行規則第2

条第5項の規定に基づき、委員長のとりまわしにより、議

事の進行をしていただきます。委員長、よろしくお願いし

ます。 

 

○倉本委員長：それでは、早速議題に入りたいと思います。 

 議題（１）表彰基準年数の見直しについて、事務局より

説明をお願いします。 

 

○総務専門監：それでは説明をさせていただきます。見直

しにつきましては前回の会議で委員長より、みよし市の表

彰基準年数は他の市町村と比べて厳し過ぎるのではない

かというご指摘をいただきました。事務局としましても検

討を重ね、その結果をまとめたものが本日議題とさせてい

ただきましたものでございます。 

 それではまず、６・７ページをお開きいただきたいと思

います。こちらが各市町の基準年数の状況をまとめたもの

になります。みよし市につきましては、１２年、２０年と

いう数字が多く、特に２０年が多くなっておりますが、各

市町の状況を見ますと、平均で１０年のところが多くなっ

ております。こういったデータからも明らかなように、み

よし市の基準は厳しいということが読み取れるかと思い

ます。 

 これを踏まえて見直しをさせていただいた案が１ペー

ジになります。副市長、教育長、病院事業管理者といった

常勤特別職は８年となります。ただし教育長につきまして

は、特別職の扱いになったのが平成２８年１０月１日から

で、それ以前は一般職でありました。この点をご注意いた

だきたいと存じます。また、執行機関の委員について、今

までは１６年でしたが、ご自身の責任・判断で、法律に基

づいて業務を行っていただく委員であり、議会の議決を経

て選任されるということで、他の委員とは選任方法も業務

も異なります。これを考慮し、１２年といたしました。区

長さんにつきましては、本市の特徴として行政との関わり

が非常に深く、業務につきましても大変な業務であること

は承知しておりますので、執行機関の委員と同じく１２年

とさせていただきました。次に永年勤続とありますが、こ



れは規定がされているだけで実際には表彰の実績がござ

いませんので、廃止させていただきます。 

 これらの案を表にまとめたものが３・４ページになりま

す。下段が現行の基準表、上段が改正案です。 

５ページについて、他の市町村ですと学校医を表彰して

いるところが多数ございましたが、本市についてはその辺

りの基準が明らかではありませんでした。そこで、下段の

方に「上記に掲げる者以外でみよし市特別職の職員で非常

勤のものの報酬及び費用弁償支給に関する条例別表に掲

げるもの」とありますが、これに学校医や保育園医も含み

ますので、こういった方々も他の市町村と同様に表彰の対

象にすることができるのではないかと考えております。 

今申し上げました表彰基準年数の見直しについて、過去

からずっと遡ってこれを適用するかということですが、今

までの経緯もありますし、混乱が生じる怖れもあります。

また、表彰されずに亡くなった方もいらっしゃるかもしれ

ませんし、不公平であるとか、表彰漏れがあるということ

も考えられます。そこで私どもの案としましては、平成２

８年４月１日以降の経歴については今回の案を適用し、そ

れ以前につきましてはやはり従前の基準を尊重すべきと

考えております。 

ページが前後して申し訳ありませんが、２ページに、こ

の案を適用した場合の年数計算例を載せさせていただい

ております。 

 

○倉本委員長：ただ今、事務局より説明がありましたが、

ご質問・ご意見等ございましたら、お願いします。  

それでは私からよろしいでしょうか。この年数でいくと

表彰される方は増えるのでしょうか。市長さんは表彰状を

もっとたくさんの方にあげたいというのが一つの方針

だったものですから。例えば区長さんですと皆さん１年か

２年で変わってしまいますので、この案ですと長いように

感じます。 

 

○総務専門監：そうですね。区長さんだけですと難しいか

もしれませんが、区長さんをやられるような方はおそらく

その前後に他の色々な委員さんもやってみえるかと思い



ますし、新しい行政区ですと実は長い区長さんもいらっ

しゃいます。２０年と１２年では換算率も違いますし、そ

ういった方を掘り起こせるのではないかと考えておりま

す。 

 ただ、この基準の適用が平成２８年の４月１日からであ

りますので、平成２９年度から表彰候補者が爆発的に増え

るかといいますと、おそらくそこまでは増えないのではな

いかと思われますので、将来を見越しての基準になりま

す。あまり短くし過ぎても、今まで差し上げた方や他の市

町村とのバランスもありますので、この年数にいたしまし

た。 

 

○倉本委員長：収入役さんは今いらっしゃらないですよ

ね。これは換算に入れるために残してあるということで

しょうか。 

 

○総務専門監：そうですね。表彰の対象となられた場合に、

収入役時代の年数が換算されます。 

 

○倉本委員長：この年数の適用によって、どれくらい候補

者が増えるかというのは試算されましたか。  

 

○総務専門監：各課から数カ月前に候補者を推薦しても

らって、そこからその方の経歴を調べていくというやり方

ですので、推測はなかなか難しいです。ただ、そこまで爆

発的には増えないと予測しておりますが、将来的には増え

ていくのではないかと。 

 

○倉本委員長：分かりました。他にご意見等ございますか。 

 

○鈴木淳委員：教育委員会について、教育委員会が独自に

表彰をしてみえたと思いますが、その辺りに影響は無いの

ですか。 

 

○総務専門監：市の表彰としてということですので、特に

影響は無いかと思います。 

 



○鈴木淳委員：分かりました。 

 

○倉本委員長：見ていますと、交通委員さんは朝から大変

だと思いますので、そういった方を何とか候補者にと思い

ます。感謝状の基準には交通委員さんは入っているのです

か。 

 

○総務専門監：そうですね。８年やっていただくと感謝状

の対象になります。 

 

○倉本委員長：朝早くからやっていただいておりますの

で、社会貢献として良いかなと思います。 

 

○総務部長：たまたまですが、過去に２人の方が交通委員

さんで候補者になられて、１人の方は該当者になられたの

ですが、もう１人の方が数カ月か足りず表彰ができなかっ

たということがありました。今回の案だと該当するのです

が、基準は基準なので申し訳なかったですがご理解をいた

だきました。 

 

○近藤副委員長：毎年何人か候補者になられてますよね。 

 

○総務部長：昨年は２人いらっしゃいました。 

 

○近藤副会長：長い任期でやられる方が多いですらかね。

朝早くから大変だと思います。 

これはかなりたくさんの課にまたがっているようです

が、色々な委員をやられている方の任期を総務課で全て把

握するのは難しいかと思いますが、各課から推薦しても

らってやっているということですか。 

 

○総務部長：議会でもご指摘をいただいたのですが、色々

な委員を幅広くやってみえる方は漏れがないよう各課に

も注意してやってもらっています。それからボランティア

の関係は議員さんからも情報提供をいただいて、新聞も確

認しているのですが、なかなか全部は把握できないもので

すから、皆さんももしご提供いただける情報等ございまし



たらお願いします。 

 叙勲の関係では最近では自分で申告する制度もあるよ

うですね。まだそこまでの規定はありませんが、申告があ

れば審査をして拾っていくべきかと考えております。 

 

○倉本委員長：奇特篤行はどのような状況ですか。 

 

○総務専門監：他の市町村と比べて非常に敷居が高いとい

うことで、前回の会議時にご了解をいただきまして、感謝

状に関しては個人が２００万円から１００万円に、団体は

５００万円から３００万円に引き下げさせていただきま

した。表彰状については、個人が５００万円から３００万

円に、団体が１,０００万円から５００万円にさせていた

だきました。 

 こちらは前回ご承認をいただいたところですので、今回

は特に変更はございません。 

 

○倉本委員長：岡崎市や日進市、豊明市は結構少ないです

ね。個人で１００万円のようです。 

 

○総務専門監：そうですね。本市はお隣の豊田市さんと同

じレベルを想定して、この金額に設定させていただきまし

た。１００万円ですと表彰状はお渡しできないのですが、

感謝状の方では基準を満たします。 

 

○倉本委員長：なるほど。表彰されるということは立派な

ことですからね。 

 候補者があまり増えすぎても困りますか。 

 

○鈴木淳委員：予算はどうですか。 

 

○総務専門監：そうですね。金額的には例年並みなのです

が、人数は増える想定で要求しております。表彰状ですと

例年４～６人ですが、２９年度は１８人に。感謝状は例年

多くて４０人、平均して大体２０人前後で推移しているの

ですが、３０人を想定しております。 

 



○倉本委員長：はい。皆さん他にご意見はいかがですか。 

 

○冨樫委員：よろしいでしょうか。奇特篤行は金銭のみで

しょうか。例えば絵画などといった物品ではだめですか。 

 

○総務専門監：規定に「私財」とありますので、評価が可

能なものであれば基準を満たします。ただ、美術品等はな

かなか評価が難しいですね。 

 

○冨樫委員：鑑定をしないと分からないですよね。 

 

○総務専門監：そうですね。金額が見て分かるようなもの

であれば大丈夫なのですが、そうでないものは鑑定をしな

いとなかなか難しいですね。基準金額相当のものと公に認

められれば表彰は可能であると考えております。 

 

○鈴木淳委員：サンアートの時に、緞帳で確か表彰してい

ますよね。トヨタ自動車さんと、それから小ホールの方は

三五さんでしたね。 

 

○総務専門監：金額が明らかにされているものでしたら良

いのですが、絵画や彫刻等は本当に難しいですね。 

 

○倉本委員長：他に何かありましたらお願いします。 

それでは、ご質問等他になければ、ただいまより採決に

移りたいと思います。 

（１）表彰基準年数の見直しについて、ご異議ございま

せんか。ご異議の無い方は挙手をお願いします。 

 

＜全員挙手＞ 

 

○倉本委員長：ご異議ないようですので、（１）表彰基準

年数の見直しについては、承認されたものといたします。 

 最後に、その他ですが、何かございますか。 

それでは、これをもちまして、本日の表彰審査委員会を

終了いたします。本日は、ありがとうございました。 

 


